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ＩＩＩ エンタルピ－

【エンタルピ－（ｅｎｔｈａｌｐｙ）】

ＨＨＨＨ ≡≡≡≡ ＵＵＵＵ ＋＋＋＋ ＰＶＰＶＰＶＰＶ （３･１）

［熱容量とエンタルピ－］

∂Ｈｃｐ ＝（ )
Ｐ

（３･２）
∂Ｔ

［問３･１］定圧熱容量の定義式（２･３）から，圧力一定の下で上式（３･２）となることを導き出せ。

［エンタルピ－の温度による変化］

T2
ΔＨ ＝ ∫ ｃ ｄＴ （３･３）ｐT1

［問３･２］定圧熱容量を与える式（３･２）から，上式（３･３）を導き出せ。

3［問３･３］２５ ℃ ，１ atm の水素（理想気体）１０ｄｍ を圧力一定の条件で，１０００ Ｋ まで加熱

-1 -1した。エンタルピ－の温度による変化量を求めよ。水素の定圧モル熱容量は ２９.１Ｊ Ｋ mol

である。 《８.３４８ ｋＪ》

【反応熱と内部エネルギ－，エンタルピ－】

［反応による内部エネルギ－の変化］

△Ｕ ＝ ｑ （ｑ： 体積一定の下での反応熱） （３･４）

［反応によるエンタルピ－の変化］

△Ｈ ＝ ｑ （ｑ： 圧力一定の下での反応熱） （３･５）

［問３･４］体積一定条件下での内部エネルギーの変化を与える式（３・４）を，内部エネルギーを与える

式（２・７）を出発点にして，また，圧力一定条件下でのエンタルピーの変化を与える式（３・５）を，

エンタルピーを与える定義式（３・１）を出発点にして，それぞれ導き出せ。

［問３･５］ ２ＳＯ (g) ＋ Ｏ (g) → ２ＳＯ (g) の反応をボンベ中（体積一定）で行ったとこ２ ２ ３

ろ，２５ ℃ で １９４.０６０ ｋＪ の熱が発生した。この反応での内部エネルギ－，およびエンタル

ピ－の変化を求めよ。気体は理想気体とする。 《－１９４.０６０ ｋＪ，－１９６.５３９ ｋＪ》

【標準生成エンタルピ－】

［２５ ℃ での標準生成エンタルピ－］

ｏｏｏｏ
△△△△ＨＨＨＨ

ｆ,298ｆ,298ｆ,298ｆ,298

＋基準： ２５ ℃ ，１ atm ，安定な単体（および水溶液中のイオンとして Ｈ ）
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［注１］標準とは，"１ atm"での熱力学量であることを表す（記号としては，上付き添字"ｏ"を付す）。

［問３･６］次の反応から， で示した化合物の ２５ ℃ における標準生成エンタルピ－を求めよ。

ただし，反応熱 ｑ は ２５ ℃ で，圧力一定（１ atm）のときの値である。

［ｇ：気体，ｌ：液体，ｓ：固体，aq：水溶液］

１
（ａ）Ｈ (g) ＋ Ｏ２(g) → Ｈ２Ｏ(l) ｑ ＝ －２８５.８ ｋＪ２ ２

（ｂ）Ｃ(黒鉛) ＋ Ｏ２(g) → ＣＯ２(g) ｑ ＝ －３９３.５ ｋＪ

７
（ｃ）Ｃ２Ｈ６(g) ＋ Ｏ２(g) → ２ＣＯ２(g) ＋ ３Ｈ２Ｏ(l) ｑ ＝ －１５６０.１ ｋＪ

２

＋ －（ｄ）Ｈ (aq) ＋ ＯＨ (aq) → Ｈ２Ｏ(l) ｑ ＝ －５５.９ ｋＪ

-1 -1 -1《－２８５.８ ｋＪ mol ，－３９３.５ ｋＪ mol ，－８４.３ ｋＪ mol ，

-1－２２９.９ ｋＪ mol 》

［温度 Ｔ での標準生成エンタルピ－］

Ｔｏ ｏ
△Ｈ ＝ △Ｈ ＋ ∫ ｃ ｄＴ （３･６）ｐｆ,Ｔ ｆ,298 298.15

-1［問３･７］Ｈ Ｏ(ｇ) の ２５ ℃ での標準生成エンタルピ－は －２４１.８３ ｋＪ mol である。２

Ｈ (ｇ)，Ｏ (ｇ)，Ｈ Ｏ(ｇ) の １０００ Ｋ での標準生成エンタルピ－を求めよ。２ ２ ２

-1 -1 -3ｃ (Ｈ ,ｇ)／Ｊ Ｋ mol ＝ ２８.３６ ＋ １.７０×１０ Ｔｐ ２

-1 -1 -3ｃ (Ｏ ,ｇ)／Ｊ Ｋ mol ＝ ２７.０１ ＋ ８.１８×１０ Ｔｐ ２

-1 -1 -3ｃ (Ｈ Ｏ,ｇ)／Ｊ Ｋ mol ＝ ３０.４２ ＋ １０.３６×１０ Ｔｐ ２

-1 -1 -1《２０.６７９ ｋＪ mol ，２２.６８３ ｋＪ mol ，－２１５.７６０ ｋＪ mol 》

【標準反応エンタルピ－】

ａＡ ＋ ｂＢ → ｐＰ ＋ ｑＱ （３･７）

ｏ ｏ ｏ
△Ｈ ＝ ｐ △Ｈ （Ｐ） ＋ ｑ △Ｈ （Ｑ）

ｒ ｆ,Ｔ ｆ,Ｔ

ｏ ｏ
－ ｛ ａ △Ｈ （Ａ） ＋ ｂ △Ｈ （Ｂ） ｝ （３･８）

ｆ,Ｔ ｆ,Ｔ

［問３･８］１０００ Ｋ での標準反応エンタルピ－を求めよ。ただし，Ｈ (ｇ)，Ｏ (ｇ)，Ｈ Ｏ(ｇ)２ ２ ２

の １０００ Ｋ での標準生成エンタルピ－は，２０.６７９ ｋＪ mol-1，２２.６８３ ｋＪ mol-1，

－２１５.７６０ ｋＪ mol-1 である。

Ｈ (g) ＋ １／２ Ｏ (g) → Ｈ Ｏ(g)２ ２ ２

《－２４７.７８１ ｋＪ》


